
治
水
・
利
水
の
歴
史
地
理

序

概
し
て
治
水
・
利
水
を
め
ぐ
る
地
域
問
題
の
意
識
は
、
人
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
る
。

我
国
は
年
々
台
風
や
河
川
の
洪
水
に
よ
る
多
様
な
自
然
災
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
昨
今
、
都
市
・
農
村
地
域
に

は
、
都
市
化
に
と
も
な
っ
て
混
住
地
域
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
地
域
の
独
自
な
自
然
的
、
人
文
的
条
件
に

応
じ
て
、
水
に
対
す
る
固
有
の
制
御
様
式
が
見
ら
れ
る
。
と
く
に
都
市
生
活
の
環
境
の
中
で
は
、
廃
水
・
汚
水
処
理

-
断
水
・
水
の
管
理
組
織
な
ど
、
深
刻
な
社
会
問
題
が
現
実
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
時
代
の
流
転
の
中
で
、
豊
か
な
水
資
源
の
開
発
と
地
域
住
民
の
生
活
と
の
関
連
づ
け
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
治
水
・
利
水
体
系
の
論
議
が
要
請
さ
れ
て
き
た
。
他
方
、
中
国
で
は
ど
の
よ
う
な
治
水
・
利
水
の
事
態
が
見
ら

れ
る
か
、
昨
夏
(
昭
和
六
十
一
年
)
筆
者
は
、
蘭
州
市
で
の
中
国
歴
史
地
理
学
会
「

ν
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の

V
ン
ポ
ジ

ュ
ワ
ム
に
参
加
し
た
。
そ
の
巡
検
の
折
り
に
、
黄
土
の
正
陵
地
に
大
き
な
モ
ー
タ
ー
で
黄
河
の
流
水
を
引
き
あ
げ
、

ス
プ
リ
シ
グ
式
の
散
水
景
観
を
展
望
し
た
。
そ
の
と
き
の
印
象
は
い
ま
だ
に
強
烈
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
乾
燥
地

域
に
お
け
る
近
代
的
な
濯
翫
体
系
の
進
歩
と
発
展
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
中
両
国
で
は
、
水
と

i 

生
活
と
の
関
連
づ
け
が
、
自
然
・
社
会
の
あ
り
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
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本
学
会
で
は
、
昭
和
六
一
年
四
月
第
二
九
回
大
会
に
お
い
て
「
治
水
・
利
水
の
歴
史
地
理
」
を
共
同
課
題
と
し
て

研
究
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
本
紀
要
は
、
そ
の
時
の
共
同
課
題
と
一
般
発
表
の
う
ち
八
篇
を
収
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
時
代
・
地
域
別
に
応
じ
て
、
各
執
筆
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
に
も
と
づ
き
、
芳
古

・
風
土
記
・
地
名
・
絵
地
図
・
中
世
・
近
世
文
書
類
な
ど
の
史
料
・
資
料
を
参
照
に
し
て
、
そ
の
吟
味
・
検
討
を
加

ぇ
、
地
域
の
治
水
・
利
水
に
関
す
る
地
域
課
題
を
論
考
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
紀
要
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
財
団
法
人
畠
山
文
化
財
団
か
ら
多
額
な
助
成
金
を
賜
わ
っ
た
こ
と
を
付

記
し
謝
意
を
表
し
た
い
。

一
九
八
七
年
二
月

細

井

淳

志

郎




